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1．はじめに 
今や日本が海外に誇ることのできるサブカルチャーの

一つに「オタク文化」がある。オタク文化の認知度は近

年、国内でもさらに高まった。今日、様々な場所でアニ

メや漫画などのオタク文化に触れ合う機会が増えている。 
2. 研究背景 

今と昔では「オタク」という言葉の解釈は異なる。以

前は、他人には理解できないものに夢中になっているマ

イノリティに対する呼び方が「オタク」であったが、オ

タク文化が大衆化していき、オタクに対する以前のよう

なネガティブイメージは減少した。その結果、オタク文

化をライトに広く浅く楽しむライトオタクや、ゆるオタ

といわれる人たちが誕生した。 
3．敷地 
3.1 TX線延伸計画・臨海地域地下鉄構想 

現在、TX線は秋葉原－つくば間を結ぶ線だが、秋葉

原から東京駅まで延伸し、さらに臨海地下鉄で銀座、晴

海を経て臨海副都心の国際展示場まで繋がる延伸計画が

近年現実味を帯び、10数年～20年後に完成する事業化

計画が進んでいる。 
この延伸計画の実現により、オタクの街である秋葉原

とオタクの祭り場である国際展示場が繋がれ、より多く

のオタクがTX線を利用することになる。 

 
写真1 TX線延伸計画・臨海地域地下鉄構想 

3.2 対象敷地 
対象敷地は山谷地区に属する商店街である「いろは会

商店街」の一部とそれに隣接する路地とその周辺の土地

(敷地面積約9900㎡)とする。ここは山谷地区の中心道路

からアクセスしやすい場所にも関わらず、経営者の高齢

化や新規顧客の少なさから廃れており、本来の賑わいを

失いシャッター街と化してしまっている。この敷地に対

し、経済効果や流入者を呼び込む機能を持たせることで、

商店街本来の賑わいを取り戻し、まちの中核として再生

する。 

 
写真2 対象敷地 

4．現状問題点 
 (1) クリエイター 
ライトオタクの誕生により、現代のオタクにおけるラ

イトオタクの割合は増加し、市場はそれに合わせて高速

転回するようになった。 
ライトオタクはひとつの作品に執着せず、多作品に少

量づつの投資を行う傾向がある。その結果、オタク文化

の制作者である個々のクリエイターへの経済的還元は減

少した。この傾向が続けばオタク文化の衰退の流れをつ

くりかねない。 
(2) 同人 

同人という分野は二次創作が多く、自分たちの作品を

世に出す敷居が低いため、若いクリエイターが集まりや

すい。 
同人誌の市場規模は700億円とも言われ、情報化が進

み、他カテゴリの紙媒体が低迷している中、これからの

印刷市場の重要な一翼を担うのは同人誌だといわれてい

る。これからのオタク文化の主柱となりうるのである。 
しかし、若いクリエイター、つまりは生活が安定して

いないクリエイターが集まり易く、前述した経済的還元

の減少の流れを最も受けやすい分野ともいえる。 
(3) 山谷地区の魅力の低下 
既存のドヤ街を支えていたほとんどの店舗は店主の高

齢化により閉店し、簡易宿泊所は需要の低下により廃れ

てしまった。 
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山谷地区自体の魅力の低下により、近年若者は山谷を

知る機会が減り、訪れることすらしなくなっている。 
(4) 防火地域 
現在山谷地区には木造の建物が多く、全域が防火地域

に指定されてしまっている。特に山谷の特色を表す商店

街や簡易宿泊所が密集する場所は、当然築年数が古く、

火災が起きた場合、人的被害だけでなく山谷にとっては

歴史や特色を一気に失ってしまうことになりかねない。 
5．研究目的 
上記した現状の問題点を解決し、オタク文化と山谷地

区をつなげ、両者の発展を促進する空間を設計する。 
6．設計 
6.1 設計趣旨 
サブカルチャーの担い手として重要なオタクのための

新たな場を計画する。 
同人分野の商業施設であるとともに、クリエイターが

他ジャンルを好きな人やオタクではない人にも自身の作

品を展示しやすい場をつくることで、日本の重要なサブ

カルチャーが持続的に制作され、維持されるための空間

をつくる。 
一方、この計画によって、同人という分野の新たな拠

点をつくることで、現在多くのオタク文化が混在してい

るオタク発祥の地、秋葉原と棲み分けを行う。それによ

り、同人分野の持続的な発展に貢献する。、 
6.2 伝統的な長屋を参照した設計手法 

1900年ごろから変わらず存在する道である「いろは会

商店街」が属する道付近の建物には昔の建築が継承され

ていると考えられ、伝統的な長屋の建物配置や寸法比の

建物が多くみられる。 
そこで、本計画の店舗や住居、宿泊施設といった建築

は伝統的な長屋の寸法比を参考にし、建物配置は実際に

長屋が建てられていた当時の「表長屋」「裏長屋」のあ

る街並みをモチーフに計画する。 
6.3 プログラム 
(1) ショーウォール 

道に沿って建てられたショーウォールは、この商店街

に属する店舗の商品を飾る場でもあり、倉庫としても使

われる。 
一面に商品が陳列されたこのショーウォールはファサ

ードを構成するとともに、道を大きなディスプレイ空間

に変える役割を果たす。 
(2) 新しい商店街の形 
以前までの商店街の形は一軒に1組の居住者が商住両方

の空間を利用して暮らしていたが、居住者が商業を引退

した場合、商業空間が使われない無駄な空間になってし

まう。そこで、1F 、2Fで商住を切り離し、コアを集約

することによって、店舗、住居それぞれで賃貸できるよ

うにする。 

(3) クリエイター長屋 
「割り長屋」をモチーフに間口が2間、奥行きが4間半

の住戸を3つ連ねた長屋。 
1Fには住戸ごとにショーケースが付属していて、クリ

エイターは自身の作品を展示できる。 
(4) 宿泊長屋 

「棟割長屋」：モチーフに間口が9尺奥行きが2間の住

戸を連ねた長屋。 
遠方からビックサイトで行われるイベントに参加する

ために東京を訪問するオタクをターゲットとするほかに、

山谷に来る海外観光客に日本の伝統的な文化や建築形態、

モジュールに触れてもらうことで、日本文化の海外発信

にも貢献するプログラムとする。 
6.4 配置計画 

ショーウォールと商店街の建物群を「表長屋」として、

その後ろに「裏長屋」のようにクリエイター長屋、宿泊

長屋を配置する。 
(1) 防火建築帯としての表長屋 

表長屋に属するショーウォールと商店街はRC造であり、

これらが防火建築帯となる。裏長屋の建築だけでなく、

既存の建築への延焼を防ぎ、山谷の今ある特色を守る役

割を果たす。 
(2) 裏長屋 

クリエイターは周囲の商店街の店舗や他クリエイター

のショーケースから着想、刺激を得られる。 
また、点在するクリエイター長屋に付属したショーケ

ースによって、クリエイターの活動が商店街やまちへ流

れ込むことで、まち全体が活性化するようになる。 

 

図1 配置イメージ 
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クリエイター長屋 1/200 断面図 

配置平面図 1/800 

クリエイター長屋詳細断面図 

2 階の地窓から住戸内の明か

りがショーウィンドウを照ら

す。

敷地俯瞰図 
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